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令和元年人口動態統計（概数）について 

福 祉 保 健 企 画 課 
 

  【主な数値等】 

区 分 H29 H30 R1 

出生数 

大分県 
8,658 8,200 7,624 

(△401) (△458) (△576) 

全 国 
946,146 918,400 865,234 

(△31,096) (△27,746) (△53,166) 

合計特殊出生率 

大分県 
1.62 1.59 1.53 

(△0.03) (△0.03) (△0.06) 

全 国 
1.43 1.42 1.36 

(△0.01) (△0.01) （△0.06） 

全国順位 10 11 13 

婚姻件数 大分県 
5,023 4,804 4,955 

(△129) (△219) (＋151) 

（ ）は対前年増減 

１ 出生数、合計特殊出生率 

（１）出生数は７,６２４人で、前年(８，２００人)より５７６人減少し、前年

に引き続いて過去最少となった。 

（２）合計特殊出生率は１.５３で、前年（１.５９）より０.０６ポイント下が

った。※全国順位は１３位（前年１１位） 

 

２ 婚姻件数 

（１）婚姻件数は減少傾向にあったが、令和元年は４,９５５組と前年(４,８

０４組)より１５１組増加した。※増加したのは６年ぶり 

（２）平均初婚年齢は、夫が３０.７歳(前年３０．４歳)、妻が２９.４歳(前年

２９．０歳)となり、夫は０．３歳、妻は０．４歳上昇した。 

 

３ 分析 

  令和元年の全国の合計特殊出生率は、４０都道府県で減少し、増加したの

は４県のみであった。（増減なし３県） 

  本県においても、年齢階級別女性人口の３０～３４歳による出生数が対前

年△２１８人、３５～３９歳で△１７２人となり、出生数減少の６７．７％

となっており、合計特殊出生率をそれぞれ０．０２ポイントずつ引き下げて

いる。 

  一方で、婚姻件数の増加を背景に、令和２年１月～４月において、出生数

が対前年８１人（３．２％）増加しており、明るい兆しが見られる。 
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